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――許浚撰著『東医宝鑑』と日本の受容――





















































おん げ とうそうしゅうよう おん げ たいさんしゅうよう
に許浚は天然痘救済の『諺解痘瘡集要』、授産法の『諺解胎産集要』、疫病


























































































































































































































































































































































































































































































そうかんしょうけんろく い だん チョカルアン
答。吉田金峰『桑韓鏘鏗録医談』刊行。医員趙活庵
との問答。河村春恒『桑韓医問答』刊行。医員趙活
かんきゃく ち けん
庵との問答。樋口淳叟『韓客治験』刊行。使節医員
の治験症例集（－４９年）。
１７５２（宝暦２）年、清の『医宗金監』、輸入。
１７６３（宝暦１３）年、かつて朝鮮産人参３株譲渡され、じらい４２年、５００万
株に増殖し、江戸に和産人参座設置。中国にて乾隆
版『東医宝鑑』刊行。
イ チョワク
１７６４（宝暦１４）年、尾張藩医山口忠居『和韓医話』刊行、医員李佐国との
問答。江戸医師田村藍水『倭韓医談』刊行、李佐国
との問答。
パクシウォン
１７６６（明和３）年、燕行使朴趾源、中国で乾隆版『東医宝鑑』を見る。
高額に驚く。
１７７２（安永元）年、日本、この年から数年、疫病大流行。被害甚大。
１７７６（安永４）年、望月安英、朝鮮版『経史証類大観本草』翻刻。日本、
風邪・麻疹大流行。
１７８８（寛政１０）年、日本、元の許国禎『御薬院方』の朝鮮版を印刷。
チョン ヨ
１７９９（寛政１１）年、『東医宝鑑』の版木を求め大坂で刊行、寛政本。丁若
ヨン
鏞『麻科会通』刊行。アジア麻診書の第１（－９８年）。
１８１６（文化１３）年、日本、疫病・痢疫・風邪等流行。
１８２１（文政４）年、中国にてコレラ全土に大流行。朝鮮、日本へ伝播。
日本ではコロリ病と称す。東アジア地域、被害甚大。
１８３２（天保３）年、スペイン風邪、日本、朝鮮で猛威。
１８６２（文久２）年、日本、朝鮮、中国にてコレラ再度流行。
１８９０（明治２３）年、日本の寛政版『東医宝鑑』、中国で覆刻本刊行。
（以上、三木栄編著『朝鮮医事年表』、『対外関係史総合年表』他より作成。
― ９３ ―
下線は中国関係事項。また、上記年表事項で享保改革の医療制度改革年表と
重複する事項は極力省いた。）
また、日朝中３国で許浚撰著『東医宝鑑』の刊行回数は次の通りである。
き ちゅう こうちょいつゆう
朝鮮－癸丑本（１６１３年）～光緒乙酉本（１８８５年）、１６回刊行。
けんりゅう きんしょうしょきょく
中国－乾隆本（１７６３年）～錦章書局本（１９１７年）、１３回刊行。
日本－享保京都書林本（１７２４年）、寛政大坂書林本（１７９９年）、２回刊
行。 現代に至り、同書の日本語翻訳本は１９７２年、１９７８年に２
著が刊行された。
註 三木『前掲書』３１４頁、安福彦七・安井広迪『北尾春圃』（日本 TCM研究
所、１９８８年）、仲尾宏『朝鮮通信使をよみなおす』（明石書店、２００６年）８３
～８６頁等。
 『許浚博物館（誌）』より作成。
むすび
許浚は朝鮮時代中期、庶子というハンディを背負って出生した。彼は王
朝医員の道を選択し、宣祖国王の御医にまで昇った。彼は後半生、朝鮮医
薬学の再生と確立を期して『東医宝鑑』を完成させ、他に優れた医薬書を
著わした。許浚撰著の『東医宝鑑』は朝鮮医学の集大成であり、中国（漢
方）医学から朝鮮医学（韓方）の独立宣言書であった。許浚の医療行為は
高位高官にもかかわらず終生、民衆的な視点を失うことはなかった。ま
た、朝鮮時代、朝鮮の医療制度の中央集権化は日本よりも先行し、統一的
な医療行政が疫病対策等に有効に運用された。
『東医宝鑑』の日本への本格的な受容は、８代将軍徳川吉宗の仕事であっ
た。彼は同書を座右の書とし、朝鮮の医療制度を学び彼の国への尊崇を深
めた。吉宗の実施した享保改革は医療・薬材制度の整備・拡充に始まり、
― ９４ ―
医療政策の国家集権化を推進した。それは日本国内の疫病大流行とそこか
ら発生する社会不安という切迫した時代的背景があったからである。彼の
医療改革の金字塔が『訂正東医宝鑑』の刊行であり、それを広く普及させ
たことであった。日本の医療・薬材制度は享保改革によって国家的視点で
確立し、疾病に苦しむ江戸時代人を救済したのである。さらに、近世日朝
医学交流は、許浚撰著『東医宝鑑』を基調にして医学先進国であった朝鮮
通信使医員と日本医師達によって真摯に継続された。これらの所為は、日
本に優れた医学書を生み出し、日本医学の発展を著しく促進させた。その
潮流は『東医宝鑑』を架橋にして、中国も巻き込み東アジア３国の医学交
流に発展した。３国医者達は国境を越えて蔓延する疾病・疫病克服に協力
し合い、広範な人々の健康保持に尽力した。１９５５年、訪韓した中国国家主
席江沢民氏は韓国国会演説で許浚撰著『東医宝鑑』に触れて、中国人が長
期間その恩恵に浴したと述べ韓国民に深い謝意を表した。これは上述の歴
史的背景を指摘しているのである。
なお、本稿は２００６年１１月、韓国釜山大学校韓国民族文化研究所主催・国
際学術シンポジウム「東アジアの文化交流」の基調報告をもとに加筆・補
訂したものである。
― ９５ ―
